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専門 
Research Area 

健康科学、臨床心理学、学生相談、障害者支援 
Health Science, Clinical Psychology, Student Counseling, Support for Person 
with Disabilities  

研究課題 

代表的な研究 
 

① 大学生のメンタルヘルスに関する研究 
国際標準の心理・精神症状評価尺度「Counseling Center Assessment of Psychological 

Symptoms-Japanese (CCAPS-Japanese) 」を用いた研究。 
② 精神・発達障害者支援に関する研究 
心理支援、修学支援、移行支援に関する研究。 

Main Research 
Projects 

① Mental health of university students 
My studies use Counseling Center Assessment of Psychological Symptoms-
Japanese (CCAPS-Japanese). 

② Support for person with mental/developmental disorders 
My studies are focused on psychological, academic, and transition support among 
person with mental/developmental disorders. 

研究業績 
(過去 5 年) 

原著(英文) 
1. Miwa T, Tajirika S, Imamura N, Adachi M, Horita R, Hanai T, Fukao T, 

Shimizu M, Yamamoto M. Prevalence of Steatotic Liver Disease Based on a 
New Nomenclature in the Japanese Population: A Health Checkup-Based 
Cross-Sectional Study. Journal of Clinical Medicine. 2024. (IF:3.9, CS:5.4) 査
読あり 

2. Miwa T, Tajirika S, Hanai T, Imamura N, Adachi M, Horita R, Fukao T, 
Shimizu M, Yamamoto M. Usefulness of a questionnaire for assessing the 
relationship between eating behavior and steatotic liver disease among 
Japanese male young adults. Scientific reports. 14(1). 2194-2194. 2024. 
(IF:4.997, CS:7.5)査読あり 

3. Tajirika S, Miwa T, Francisque C, Hanai T, Imamura N, Adachi M,  Horita R, 
Menezes L, Shimizu M, Yamamoto M. Usefulness of health checkup for 
screening metabolic dysfunction-associated fatty liver disease and alcohol-
related liver disease in Japanese male young adults. Scientific Reports 13(1). 
2023. (IF:4.997, CS:7.5)査読あり 

4. Nagib N, Horita R, Miwa T, Adachi M, Tajirika S, Imamura N, Ortiz M, 
Yamamoto M. Impact of COVID-19 on the mental health of Japanese 
university students (years II-IV). Psychiatry Research. 325. 115244. 2023. 
(IF:11.3, CS:13.4) 査読あり 

5. Miwa T, Francisque C, Tajirika S, Hanai T, Imamura N, Adachi M,  Horita R, 
Lynette J Menezes, Kawaguchi T, Shimizu M, Yamamoto M. Impact of body 
fat accumulation on metabolic dysfunction-associated fatty liver disease and 
nonalcoholic fatty liver disease in Japanese male young adults. Hepatol Res. 
2023.  (IF:4.942, CS:9.3) 査読あり 

6. Mehta M, Izurieta R, Nishio A, Horita R, Yamamoto M. Nutritional intake and 
metabolic parameters of Japanese university students with and without 
obesity: Sex-specific differences. PLOS ONE. 18(5). e0285088-e0285088. 
2023. (IF:3.752, CS:5.2) 査読あり 

7. Horita R, Nishio A, Yamamoto M. Lingering effects of COVID-19 on the 
mental health of first-year university students in Japan. PLOS ONE. 17(1). 



e0262550-e0262550. 2022. (IF:3.752, CS:5.2) 査読あり 
8. Horita R, Nishio A, Kawamoto A, Sado T, Locke B, Yamamoto M. Validity and 

Reliability of the Counseling Center Assessment of Psychological Symptoms-
Japanese Version. Japanese Psychological Research. 2021. (IF:1.095, 
CS:2.2) 査読あり  

9. Horita R, Nishio A, Yamamoto M. The effect of remote learning on the mental 
health of first year university students in Japan. Psychiatry Research. 295. 
113561. 2021. (IF:11.3, CS:13.4) 査読あり 

10. Nishio A, Kakimoto M, Horita R, Yamamoto M. Compulsory educational 
mental health support system of Japan. Pediatrics International. 62(5). 529-
534. 2020. (IF:1.67, CS:2.2) 査読あり  

11. Yamamoto M, Mausam M, Nishio A, Horita R, Ricardo I. Relationship Between 
Obesity-Induced Metabolic Abnormalities and Nutrient Intake: Sex 
Differences in Japanese University Students. Journal of the Endocrine 
Society. 2020. (IF:2.87, CS:6.4)査読あり 

12. Yamamoto M, Watanabe T, Uehara R, Horita R, Sado T, Nishio A. Non-
communicable Disease among Homeless Men in Nagoya, Japan: Relationship 
between Metabolic Abnormalities and Sociodemographic Backgrounds. 
Internal Medicine. 59. 1155-1162. 2020. (IF:1.282, CS:1.6) 査読あり  

13. Horita R, Kawamoto A, Nishio A, Sado T, Locke B, Yamamoto M. 
Development of the Counseling Center Assessment of Psychological 
Symptoms-Japanese version: Pilot study. Clinical Psychology & 
Psychotherapy. 27(1). 97-105. 2020. (IF:3.6, CS:2.9) 査読あり 

14. Nishio A, Horita R, Sado T, Watanabe T, Uehara R, Mizutani S, Yamamoto 
M. Relationship between non-communicable diseases and background 
characteristics among homeless people in Nagoya City, Japan. PLOS ONE. 
14(7). E2019049. 2019. (IF:3.752, CS:5.2) 査読あり 

15. Yamamoto M, Watanabe T, Uehara R, Horita R, Sado T, Nishio A. Prevalence 
of diabetes among homeless men in Nagoya, Japan: A survey study. Journal 
of Diabetes Investigation. 10(3). 667-672. 2019. (IF:3.681, CS:6.1) 査読あり 
 

原著(和文) 
1. 堀田亮：復職支援はていねいに：看護展望 49(4) 55-55：2024.3 
2. 堀田亮：選択肢を増やすユニバーサルデザイン：看護展望 49(4) 54-54：2024.3 
3. 堀田亮：大学のレポート提出における合理的配慮と支援のバランス：看護展望 49(3) 35-

35：2024.3 
4. 早川佳穂, 今福輪太郎, 川上ちひろ, 堀田亮, 藤崎和彦, 西城卓也：未来の FD/SD への

再定義を目指した 3 年間：医学教育 54(6) 651-653：2023.12 査読あり 
5. 堀田亮, Emma Underwood, 深尾 琢, 今村 七菜子, 栗木 由美子, 岡本 綾子, 足立 

美穂, 田尻下 聡子, 山本 眞由美：農工学系大学院生の CCAPS による精神的健康度の
検討 学年別比較と学部生との比較：全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集 61
回 80-80：2023.10 

6. 今村 七菜子, 堀田亮, 深尾 琢, 岡本 綾子, 栗木 由美子, 足立 美穂, 田尻下 聡子, 山
本 眞由美：学部大学生の生活背景要因と CCAPS での精神的健康度の検討 睡眠時間と
朝食の重要性：全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集 61 回 81-81：2023.10 

7. 山本眞由美, 春原光宏, 柳元伸太郎, 堀田亮, 丸谷俊之, 布施泰子, 山崎恵, 本田善一
郎, 中川克：米国大学保健管理協会(American College Health Association)年次学
術集会(ACHA2022)の参加報告 -国際連携委員会の活動を中心に-：CAMPUS 
HEALTH 60(2) 141-146：2023.8 査読あり 

8. 堀田亮, 今村七菜子, 栗木由美子, 岡本綾子, 足立美穂, 三輪貴生, 田尻下聡子, 深尾
琢, 山本眞由美：中長期的な心理支援を必要とする大学生の心理的特徴：CCAPS-
Japanese の分析結果から：CAMPUS HEALTH 60(2) 66-71：2023.8 査読あり 

9. 瀬戸山陽子, 川上ちひろ, 青木昭子, 堀田亮：障害のある医学系学生と共に学ぶ支援体制
整備に向けた論点の整理：医学教育 54(3) 245-254：2023.6 査読あり 

10. 堀田亮：感染症流行と大学生のメンタルヘルス：第 2 回 l 高校生に知っておいてほしいこと：
高校保健ニュース (784) 2-3：2023.5.8 

11. 堀田亮：感染症流行と大学生のメンタルヘルス：第 1 回コロナ禍が大学生の心に与えた影
響：高校保健ニュース (781) 2-3：2023.4 

12. 堀田亮：学生相談の存在意義を『見える化』する： 個別相談の評価の観点から：第 56 回
全国学生相談研究会議報告書 33-70：2023.3 

13. 堀田亮：発展があるからこその課題：令和 4 年度岐阜県青年期発達障がい自立支援プログ
ラム検討会報告書 58-59：2023.3 

14. 堀田亮, Nagib Natlie, 今村 七菜子, 岡本 綾子, 栗木 由美子, 足立 美穂, 田尻下 聡
子, 三輪 貴生, 山本 眞由美：COVID-19 のパンデミックが大学生の精神的健康に与えた影
響 感染拡大前後の比較から：日本心理学会大会発表論文集 86 回 316-316：2023.3 

15. 三輪 貴生, 田尻下 聡子, 堀田亮, 足立 美穂, 今村 七菜子, 栗木 由美子, 岡本 綾子, 
華井 竜徳, 清水 雅仁, 山本 眞由美：男性大学院生における MAFLD および NAFLD の
有病率とスクリーニング法の確立 飲酒を含めた検討：CAMPUS HEALTH 60(1) 129-
129：2023.3 



16. 山本 眞由美, 足立 美穂, 三輪 貴生, 田尻下 聡子, 堀田亮, 今村 七菜子, 栗木 由美子, 
岡本 綾子, 宮本 由紀子, 中村 紗矢香，石榑 志織，猪俣 京，佐々木 正大：2022 年
2月の大学生のCOVID-19抗体価 ワクチン接種・感染既往との関係：CAMPUS HEALTH 
60(1) 193-193：2023.3 

17. 今村 七菜子, 堀田亮, 栗木 由美子, 岡本 綾子, 足立 美穂, 三輪 貴生, 田尻下 聡子, 
山本 眞由美：学生の心理的な相談において短期でニーズに応えることのできた場合の支援方
法の特徴：CAMPUS HEALTH 60(1) 251-251：2023.3 

18. 三輪 貴生, 田尻下 聡子, 華井 竜徳, 今村 七菜子, 足立 美穂, 堀田亮, 清水 雅仁, 山
本 眞由美：若年成人男性における代謝異常関連性肝疾患および非アルコール性脂肪性肝
疾患の実態と食行動との関係：日本病態栄養学会誌 26(Suppl.) S-2：2023.1 

19. 堀田亮：CCAPS ウェブ回答システム(CCAPS-iQAS)の開発：学生相談研究 43(2) 182-
193：2022.11：査読あり 

20. 三輪 貴生, 田尻下 聡子, 堀田亮, 足立 美穂, 今村 七菜子, 栗木 由美子, 岡本 綾子, 
華井 竜徳, 清水 雅仁, 山本 眞由美：男性大学院生における MAFLD および NAFLD の
有病率とスクリーニング法の確立 飲酒を含めた検討：全国大学保健管理研究集会プログラ
ム・抄録集 60 回 57-57：2022.10 

21. 山本 眞由美, 足立 美穂, 三輪 貴生, 田尻下 聡子, 堀田亮, 今村 七菜子, 栗木 由美子, 
岡本 綾子, 宮本 由紀子, 中村 紗矢香，石榑 志織，猪俣 京，佐々木 正大：2022 年
2 月の大学生の COVID-19 抗体価 ワクチン接種・感染既往との関係：全国大学保健管理
研究集会プログラム・抄録集 60 回 71-71：2022.10 

22. 堀田亮, 今村 七菜子, 栗木 由美子, 岡本 綾子, 足立 美穂, 三輪 貴生, 田尻下 聡子, 
山本 眞由美：中長期的な心理支援に至る学生はどのような特徴を有しているのか：全国大
学保健管理研究集会プログラム・抄録集 60 回 78-78：2022.10 

23. 今村 七菜子, 堀田亮, 岡本 綾子, 栗木 由美子, 足立 美穂, 三輪 貴生, 田尻下 聡子, 
山本 眞由美：学生の心理的な相談において短期でニーズに応えることのできた場合の支援方
法の特徴：全国大学保健管理研究集会プログラム・抄録集 60 回 84-84：2022.10 

24. 堀田亮：コロナのココロとコミュニケーション：看護教育 63(5) 604-609：2022.9 
25. 堀田亮：COVID-19 感染拡大前後の比較から見る大学生メンタルヘルス：医学界新聞 

(3481) 3：2022.8.8 
26. 堀田亮, 川上ちひろ, 瀬戸山陽子, 菰田孝行, 恒川幸司：学生支援と IR の連携：保健管

理分野から見た現在地、可能性、課題：新しい医学教育の流れ 22(2) 42-45：2022.8 
27. 杉江征, 杉岡正典, 堀田亮, 福盛英明, 今江秀和, 小橋亮介, 二宮有輝：2021 年度学

生相談機関に関する調査報告：学生相談研究 43(1) 56-100：2022.7：査読あり 
28. 堀田亮：行き合って、つらなって、行き違って、つながって。：心理臨床の広場 15(1) 14-

15：2022.4 
29. 堀田亮, 下山吉洋, 佐野初夫, 坪井成吉, 今村七菜子, 岡本綾子, 栗木由美子, 西尾彰

泰, 山本眞由美：CCAPS ウェブ回答システムの開発：メンタルスクリーニングと介入効果測定
のために：CAMPUS HEALTH 59(1) 85-85：2022.3 

30. 堀田亮：今こそ求められる「つながる」場所づくり：CAMPUS HEALTH 59(1) 50-52：
2022.3 

31. 堀田亮：いこまいセミナーの実践：全国大学保健管理協会 東海北陸地方部会報告書
（令和 3 年度） 27-30：2022.3 

32. 堀田亮：「障がい者アート」という枠：芸術と言葉の関係性：令和 3 年度岐阜県青年期発
達障がい自立支援プログラム検討会報告書 88：2022.3 

33. 川上ちひろ, 堀田亮, 藤江里衣子, 西城卓也：「臨床現場で業務がうまくこなせない新人医
療者」の理解と支援：医学教育 53(1) 43-48：2022.2 

34. 堀田亮, 川上ちひろ, 藤江里衣子, 西城卓也：「臨床実習においてコミュニケーションがうまくで
きない医療系学生」の理解と支援：医学教育 53(1) 35-42：2022.2 

35. 藤江里衣子, 川上ちひろ, 堀田亮, 西城卓也：「勉強がうまく進まない、試験に合格できない
医療系学生」の理解と支援：医学教育 53(1) 29-34：2022.2 

36. 西城卓也, 堀田亮, 藤江里衣子, 下井俊典, 清水郁夫, 川上ちひろ：困難な状況にある学
習者へのアプローチを再考する：医学教育 53(1) 23-28：2022.2 

37. 堀田亮：「組織」で取り組むハラスメント対応：看護教育 62(11) 1018-1023：2021.10 
38. 堀田亮, 川上 ちひろ, 織田 万美子, 松本 寿弥：いこまいセミナーの実践報告 5：オンデマン

ド配信と 2 大学協働のオンラインプログラムへの発展：名古屋大学学生支援本部紀要 1 2-
9：2021.9 

39. 堀田亮：高等教育機関における自律訓練法：自律訓練研究 41(1) 22-26：2021.8：
査読あり 

40. 川上ちひろ, 堀田亮：看護教員が感じる発達障害およびその特性がある看護学生の教育支
援上の困難と，発達障害のイメージ：CAMPUS HEALTH 58(2) 133-138：2021.7 査
読あり 

41. 小市玲子, 堀田亮：LGBT の基礎的理解と支援への取り組み：第 57 回全国学生相談研
修会報告書 36：2021.5 

42. 早坂浩志, 堀田亮：保健師・看護師の今日的課題：第 58 回全国学生相談研修会報告
書 26：2021.5 

43. 高田麻紀, 宮本由紀子, 後藤真紀, 柴田有梨, 猪俣京, 加納亜紀, 堀田亮, 西尾彰泰, 山
本眞由美：入学 1 年後の栄養士による栄養・食生活評価点と住居環境・運動習慣・自己
評価との関係：CAMPUS HEALTH 58(1) 198-200：2021.5 

44. 堀田亮, 西尾彰泰, 今村七菜子, 栗木由美子, 加納亜紀, 山本眞由美：大学閉鎖に伴う



自宅待機を経験した新入生の精神的健康度の特徴：前年度との比較から：CAMPUS 
HEALTH 58(1) 331：2021.5 

45. 堀田亮：サッカー／心理臨床の複業：心理臨床の広場 13(2) 24-25：2021.3 
46. 杉江征, 堀田亮, 福盛英明：コロナ禍での我々の体験を語り合おう：第 54 回全国学生相

談研究会議報告書 31：2021.3 
47. 堀田亮：「ならでは」を追い求めて：令和 2 年度岐阜県青年期発達障がい自立支援プログラ

ム検討会報告書 51-52：2021.3 
48. 堀田亮：学生相談におけるビッグデータ蓄積の意義と活用：甲南大学学生相談室紀要 28 

31-39：2021.2 
49. 堀田亮, 高口僚太朗, 山田日吉：大学におけるピア・サポーター養成授業による受講生の成

長：ピア・サポート研究 17 69-80：2021：査読あり 
50. 川上ちひろ, 堀田亮, 舩越高樹：学生支援の「お悩み相談室」：新しい医学教育 20 96-

98：2021 
51. 堀田亮, 近藤武夫, 松清あゆみ, 高橋桐子, 川上ちひろ, 西尾彰泰, 山本眞由美：障害学

生の就労支援における産官学連携体制の構築：「障害学生支援と就労移行に関する情報
交換会 in 岐阜」の開催報告：地域志向学研究 5 65-72：2021 

52. 堀田亮, 川上ちひろ, 高口僚太朗, 奥村真衣：いこまいセミナーの実践報告 4：基盤的能力
獲得への寄与：岐阜大学教育推進・学生支援機構年報 6 153-164：2020.12 

53. 堀田亮：発達障害特性のある学生への地域連携就労支援：地方都市における試み：学生
相談研究 41 95-106：2020.11 査読あり 

54. 山本眞由美, 堀田亮, 中川克, 松永奈央子, 調漸, 山本知美, 岡林里枝, 石見拓：
Health Center at Auraria の見学報告 ―国際連携委員会より―：CAMPUS HEALTH 
57(2) 183-188：2020.7：査読あり 

55. 堀田亮, 西尾彰泰, 川上ちひろ, 佐々木恵理, 高口僚太朗, 栗木由美子, 今村七菜子, 加
納亜紀, 山本眞由美：半構造化面接調査による大学生が求めるライフスキルや知識の探索
的検討：CAMPUS HEALTH 57(2) 128-133：2020.7：査読あり 

56. 堀田亮, 西尾彰泰, 川上ちひろ, 佐々木恵理, 高口僚太朗, 栗木由美子, 今村七菜子, 加
納亜紀, 山本眞由美：大学生はどんなライフスキルを獲得したいのか−岐阜大学での質問紙
調査から−：CAMPUS HEALTH 57(2) 122-127：2020.7：査読あり 

57. 西尾彰泰, 堀田亮, 加納亜紀, 山本眞由美：コミュニケーションに困難を抱える大学生に対す
る就労支援 プログラム：CAMPUS HEALTH 57(1) 362-363：2020.4 

58. 早坂浩志, 堀田亮：学生相談の基礎と実践Ⅰ：第 57 回全国学生相談研修会報告書 
12-13：2020.3 

59. 鈴木健一, 堀田亮, 織田万美子：少人数グループプログラム「いこまいセミナー」の実践報告～
大学統合にむけた学生相談連携の取り組み～：第 53 会全国学生相談研究会議（有馬シ
ンポジウム）報告書 25-26：2020.3 

60. 堀田亮：支配的な親との関係に葛藤する男子大学院生：「発達障害」というファルソ・ヌエ
ベ：第 53 会全国学生相談研究会議（有馬シンポジウム）報告書 14-16：2020.3 

61. 堀田亮：VUCA な「基本」を考える：2019 年度の検討会に参加して：令和元年度岐阜県
青年期発達障がい自立支援プログラム検討会報告書 47-48：2020.3 

62. 堀田亮：CCAPS-Japanese による心理・精神状態のアセスメントの新たな可能性：第 57
回全国大学保健管理協会東海・北陸地方部会報告書 33-34：2020.2 

63. 堀田亮：コミュニケーション能力を構成するもの：なにを、どのようにのばすのか：看護教育 
61(1) 14-20：2020.1 

64. 堀田亮, 舩越高樹, 山田日吉：大学におけるピア・サポーター養成の試み：授業を通した実
践の導入・工夫・展開：ピア・サポート研究 16 51-60：2019.12 査読あり 

65. 堀田亮, 川上ちひろ：いこまいセミナーを通した学生支援の取り組み 3：全構成員が参加可
能なグループプログラムへの発展：岐阜大学教育推進・学生支援機構年報 5 178-189：
2019.12 

66. 西尾彰泰，堀田亮，山本眞由美：入学時の心理スクリーニング結果と在学中の保健管理
センター受診の関係：大学のメンタルヘルス 3 85-87：2019.11 

67. 川上ちひろ, 舩越高樹, 堀田亮：多様なニーズのある医療系学生を教職協働で支援する：
新しい医学教育の流れ 19(2) 86-88：2019.11 

68. 堀田亮, 西尾彰泰, 栗木由美子, 今村七菜子, 加納亜紀, 山本眞由美：大学入学時の精
神的健康度と休学・退学・留年状況の関連：CAMPUS HEALTH 56(2) 205-210：
2019.6：査読あり 

69. 山本眞由美, 丸谷俊之, 柳元伸太郎, 堀田亮, 中川克：George Washington 
University およびAmerican University の保健管理施設見学の報告―国際連携委員会
より―：CAMPUS HEALTH 56(2) 268-273：2019.6：査読あり 

70. 佐々木恵理, 堀田亮, 西尾彰泰, 山本眞由美：大学新入生の首尾一貫感覚（SOC）と
生活習慣，精神的健康度との関連：CAMPUS HEALTH 56(2) 199-204：2019.6：
査読あり 

71. 西尾彰泰, 堀田亮：地方都市における地域連携型の障害学生就労支援：CAMPUS 
HEALTH 56(2) 70-74：2019.6：査読あり 

72. 西尾彰泰，堀田亮，栗木由美子，今村七菜子，山本眞由美：休学・退学・留年と 
Sense of Coherence(SOC) の関係についての分析：CAMPUS HEALTH 56(1) 293-
294：2019.4 

73. 加納亜紀，西尾彰泰，堀田亮，山本眞由美：大学生における麻疹・風疹・水痘・流行性
耳下腺炎の各抗体保有率：CAMPUS HEALTH 56(1) 263-265：2019.4 



74. 佐渡忠洋，西尾彰泰，堀田亮，吉川弘明，足立由美，松浦賢長，高田昌代，林芙
美，宮下ルリ子，猪飼周平，山本眞由美，西尾彰泰：結婚・妊娠に関する DVD 教材を
大学生の講義に使用した効果検討：CAMPUS HEALTH 56(1) 184-186：2019.4 

75. 高田麻紀，宮本由紀子，後藤真紀，加納亜紀，堀田亮，西尾彰泰，山本眞由美：大
学院・学部の新２年生全員に実施した解離栄養士による個人栄養指導－学生の満足度
－：CAMPUS HEALTH 56(1) 125-127：2019.4 

76. 山本眞由美，堀田亮，加納亜紀，西尾彰泰：体重コントロールの成功・不成功と介入方
法（保健指導・栄養指導・医師指導）との関係についての検討：CAMPUS HEALTH 
56(1) 116-118：2019.4 

77. 鈴木健一, 杉岡正典, 堀田亮, 織田万美子, 山内星子, 林潤一郎：2018 年度学生相談
機関に関する調査報告：学生相談研究 39(3) 215-244：2019.3：査読あり 

78. 堀田亮, 西尾彰泰, 栗木由美子, 今村七菜子, 加納亜紀, 山本眞由美：入学時の精神的
健康度と休学・退学・留年状況の関連：CAMPUS HEALTH 56(1) 292：2019.3 

79. 堀田亮：のぞみチャレンジプログラムに期待すること：平成 30 年度岐阜県青年期発達障がい
自立支援プログラム研究会 研究報告書 90：2019.3 

80. 堀田亮, 川上ちひろ, 舩越高樹, 西尾彰泰, 山本眞由美：発達障害学生支援における大学
と地域の連携体制構築に向けた取り組み：地域志向学研究 3 64-69：2019.3 

81. 佐渡忠洋, 古谷学, 堀田亮：日本におけるロールシャッハ法の輸入過程：常葉大学健康プロ
デュース学雑誌 13(1) 145-154：2019.2 
 

著書 
1. 堀田亮：公認心理師必携！事例で学ぶ教育・特別支援のエビデンスベイスト・プラクティス：

担当:共著, 範囲:大学学生相談における PDCA サイクル：金剛出版：2024.3 
2. 堀田亮：基礎看護学：担当:共著, 範囲:第 3 章コミュニケーションの技術と応用：放送大

学：2024.3 
3. 堀田亮：基礎看護学：担当:共著, 範囲:第 2 章コミュニケーションの基礎：放送大学

2024.3 
4. 堀田亮, 奥田綾子：学生相談カウンセラーと考えるキャンパスの心理支援：第 5 章障害のあ

る学生の支援：担当:共著, 範囲:67-79：遠見書房：2023.5 
5. 堀田亮, 川上ちひろ, 嶋田かをる, 藤江里衣子, 綾野眞理, 栗田智未, 前川伸晃, 早川佳

穂：「専門職養成における発達障害者支援 ～医療者教育で必要な支援を考える～」報告
書：担当:編者(編著者)：サンメッセ：2023.1 

6. 堀田亮：実践！健康心理学：シナリオで学ぶ健康増進と疾病予防 5−1 大学生をもっと健
康に：担当:分担執筆, 範囲:74-77：北大路書房：2022.11 

7. 堀田亮：学生相談カウンセラーと考えるキャンパスの危機管理 第 11 章学生からのハラスメント
の訴えへの対応：担当:分担執筆, 範囲:143-154：遠見書房：2022.5 

8. 堀田亮, 川上 ちひろ, 野村 香代, 垣添 忠厚, 小島 明子, 井口啓太郎：「専門職養成にお
ける発達障害者支援 ～教員養成課程・学校現場でのシームレスな 支援を考える」報告書：
担当:編者(編著者)：サンメッセ：2021.11 

9. 堀田亮, 川上ちひろ, 田中尚樹, 工藤晋平, 井川典克, 後藤千絵：「COVID-19 流行下で
発達障害学生には何が起こっていたのか」報告書：担当:編者(編著者)：サンメッセ：
2021.2 

10. 堀田亮、川上ちひろ、高口僚太朗、舩越高樹、松村齋、稲葉政徳、安田和夫：「専門職養
成学部における発達障害のある学生の支援を考える」報告書：担当:編者(編著者)：サンメ
ッセ：2020.2 

11. 堀田亮川上 ちひろ, 加藤 永歳, 舩越 高樹, 河村 あゆみ, 松本 知子, 田邉 裕貴：「発達
障害学生支援における大学と地域の連携の実際」報告書：担当:編者(編著者)：サンメッ
セ：2019.2 

外部資金 
(過去 5 年の研究

代表者) 

1. 日本学術振興会 基盤研究（C）：大学生の心理－精神症状尺度短縮版の開発と Web
回答システムの社会実装：2022.4～2025.3 

2. 岐阜大学 令和 5 年度岐阜大学若手・中堅研究者海外研修プログラム 2024.1～2024.3 
3. 一般財団法人 中辻創智社 令和 3 年度学術研究や社会貢献を目的とした会議開催費の

助成：Web セミナー「専門職養成における発達障害者支援 ～教員養成課程・学校現場で
のシームレスな支援を考える～」：2021.6～2022.3 

4. 日本学術振興会 若手研究 ：大学生の心理-精神症状指標を用いたカットオフ値の同定とカ
ウンセリング効果の検証：2019.4～2022.3 

5. 全国大学メンタルヘルス学会 全国大学メンタルヘルス学会 2021 年度研究助成：CCAPS-
Japanese を用いた留学生のメンタルヘルスに関する多角的検討：2021.4 

6. 岐阜大学グローカル推進機構：令和 2 年度岐阜大学若手・中堅研究者海外研修プログラ
ム（国際共同研究促進経費）：2020.9～2021.3 

7. 岐阜大学地域交流協力会 令和 2 年度岐阜大学技術交流研究会：岐阜県発達障害学
生就労支援研究会：2020.6～2021.3 

8. 岐阜大学地域交流協力会 令和元年度岐阜大学技術交流研究会：岐阜県発達障害学
生就労支援研究会：2019.7～2020.3 

9. 日本心理臨床学会 2018 年度研究助成：大学における多職種連携による予防的心理教
育プログラムの開発：プログラム評価研究に基づいて：2018.11～2019.10 



新聞報道など 
(過去 5 年) 

1. 全国大学生協協同組合連合会 CAMPUS「みんなで頑張った 3 年間の経験を糧に、コロナ
禍後の明日へ。」2023.9 

2. MSD マニュアル家庭版「コロナ禍の大学生のメンタルへの影響は 2021 年時点の 4 年生が最
大」2023.8.7 

3. 北海道新聞「オンラインが残した心の傷は 再適応 時間と支援必要」2023.5.12 
4. 全国大学生協連「焦らず、無理せず、何気ないことから始めてみよう」2023.5 
5. ラジオ放送局ゆめのたね「一生 100 年時代の歩き方」2023.4.16 
6. 産経新聞「学生の心の健康可視化 コロナ禍 悩みをサポート」2023.1.26 
7. 産経ニュース「メンタルヘルスを可視化 コロナ禍の学生支援、ビッグデータも」2023.1.21 
8. 大学ジャーナル ONLINE「大学生のメンタルヘルスを可視化するシステム、岐阜大学が開発」

2023.1.13 
9. 日刊工業新聞「岐阜大が学生のメンタルヘルス“見える化”システムを開発した狙い」

2023.1.13 
10. EdTechZine「岐阜大学保健管理センターの堀田亮准教授、大学生のメンタルヘルスを可視

化するシステム「CCAPS-iQAS」を開発」2023.1.11 
11. 岐大のいぶき「心の状態を数値として可視化。変化の激しい時期にある、大学生のメンタルヘル

スを研究」2022.12 
12. 中日新聞「発達障害学生 医療現場で輝くには 多様性許せる環境づくりを」2022.11.13 
13. 文教速報 「岐阜大が Web セミナーを開催 専門職養成における発達障害者支援 ～医療者

教育で必要な支援を考える～」2022.9.12 
14. 文教ニュース「岐阜大、Web セミナー 専門職養成での発達障害者支援」2022.9.12 
15. 中日新聞「発達障害の医療系学生支援 岐阜大がオンラインセミナー」2022.9.5 
16. 朝日新聞「強い不安抱える学生が増加 コロナで精神的な負担」2022.3.11 
17. 中部経済新聞社 オープンカレッジ「大学と地域が連携した発達障害者の就労支援：「のりしろ

のある」支援めざして」2022.3.10 
18. 高等教育アクセシビリティプラットフォーム「ひと呼吸」2022.3 
19. flasko A-Co-Labo 研究者の履歴書「心理学の研究者として大学生のメンタルケアに寄り添

う堀田亮」2022.2.14 
20. Feature Story News China Global Television Network「Coronavirus 

Pandemic: Japanese students celebrate Coming of Age Day as country sees 
surge in cases」2022.2.11 

21. m3.com 国際医学短信「コロナ禍で大学新入生の希死念慮が増大 ――岐阜大 CCAPS
による検討」2022.2.11 

22. Health Day MSD マニュアル家庭版「コロナ禍で大学新入生の希死念慮が増大? ――岐
阜大」2022.2.7 

23. 読売新聞「学生生活コロナで二極化」2022.1.19 
24. 中日新聞「不安の二極化鮮明 岐阜大新入生の精神状態を調査」2022.1.18 
25. NHK 岐阜 まるっと！ぎふ「コロナ禍”死にたいと考える”学生の割合増加傾向 岐大調査」

2022.1.13 
26. 中日新聞「障害ある学生就労 どう支援」2021.10.26 
27. 中日新聞「専門職の発達障害者 現場で必要な支援は」2021.10.4 
28. 日経 XTECH「岐阜大の心の健康調査システムが 3 カ月で利用開始できた深い理由」

2021.6 
29. 岐阜新聞「発達障害学生支援策探る コロナ禍で環境変化、ストレス」2020.9.7 
30. 中日新聞「発達障害ある大学生どう支援 岐阜大主催ウェブセミナー160 人聴講 コロナ下の

生活変化課題探る」2020.9.7 
31. NHK 名古屋「新型コロナウイルス 発達障害の学生への影響は」2020.9.6 

略歴 平成 21 年 3 月 筑波大学第二学群人間学類 卒業 
平成 23 年 3 月 筑波大学大学院人間総合科学研究科心理専攻博士前期課程 修了 
平成 26 年 3 月 筑波大学大学院人間総合科学研究科ヒューマン・ケア科学専攻 3 年制
 博士課程 修了 
平成 26 年 4 月 岐阜大学保健管理センター,助教 
平成 27 年～現在 平成医療短期大学, 非常勤講師 
令和 3 年 岐阜大学医学教育開発研究センター, 助教 
令和 4 年～現在 岐阜大学保健管理センター, 准教授 
 岐阜大学医学教育開発研究センター, 准教授 
 岐阜大学医学部附属病院, 准教授 
令和 5 年～現在 岐阜大学大学院連合創薬医療情報研究科, 准教授 



令和 6 年 University of South Florida, Department of Child & Family 
 Studies, visiting scholar 

学会活動 日本学生相談学会  理事、学術交流・大会委員長 
日本学生相談機関代表者協議会 運営委員 
日本自律訓練学会 教育・研修委員 
国立大学法人保健管理施設協議会 障害学生支援に関する特別委員会、健康情報標準化 ガ
イドライン 2025 特別指定委員会、 
日本健康心理学会 健康心理士運営委員会 
全国学生相談研究会議 
全国大学メンタルヘルス学会  
日本心理臨床学会  
日本心理学会  

 


